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i 会長就任挨拶 抑

第49回定時総会において会長にご承認い

ただきました那覇支部の久高兼―です。

皆様の温かいご支援に感謝してこれから

会務を務めます。

私はこれまで平成15年に那覇支部長を務

め、平成17年からは当会の常任理事を4期
8年間務めました。その経験も踏まえて、

更に活性化していきたいと思います。

初めに取 り組んでいきたい点は情報の共

有化の徹底と日常業務の強化連携です。今

年 3月 に連合会より調査測量実施要領の改

訂案が示されました。早速、会員の皆さま

へ内容を開示し、意見を聞いて集め、連合

会へ送付し共有意識を高めたいと考えます。

要領が決まりましたら周知のための研修会

を開きます。

また、法務局との日常業務の事務打ち合

わせを開いて、登記申請業務が円滑に進め

られるよう目指します。今年は法務局側か

ら頻繁に開きたいとのお話がありました。

当会も積紅的にこの機会を活用します。

次は土地家屋調査士の知名度向上のアピー

ルと社会貢献に努めます。

早速、 7月 に土地家屋調査士法の施行日
を記念 した 「全国一斉表示登記無料相談

会」に取り組んでいます。当会では相談者

にわかりやすいタイ トルでアピールしよう

と「土地の境界 トラブル無料相談会」とし

てこれまで開催しています。今年も相談者

に配慮し、幅広い内容が扱えるよう法務局

職員の皆さんも同席されるようお願いして

います。

久 高 乗 一

このほかにも、10月 と 1月 には法務局の

休 日相談所、11月 には隣接士業ネットワー

クの 「よろず相談会」への協力で県民の土

地の境界に関する困りごとの解決のために

貢献します

同じく7月 には富山県の小学生の自由研

究を絵本にした 「じめんのボタンのナゾ」

を県内の300余 りの小学校と公立図書館ヘ

寄貝曽します。

小学生にわかりやすい目線で土地家屋調

査士について広められるようにしていきた

いです。

さらに11月 6日 から11日 までは、那覇市

の県立武道館で行われます 「琉球国之図展

と完全復元伊能図フロア展」に当会は共催

団体として参加します。

続いて、会の目的であります会員指導、

連絡など努めていきます。

連合会から新たに発刊されました懲戒事

例集を研修会や会員へ配布して周知します。

さて、今期の執行部、副会長を含めた理

事の皆さんは、積紅的に事業執行に向けて

部会を開くなど取 り組んでいます。早速、

研修会の実施検討や各部年間計画を立てて

皆さんヘメールでお知らせするなど、ヤル

気の添る面々です。

まだ、走 り出した新執行部ですが、皆様

の御意見を賜 りながら事業執行に適進して

いきます。

どうぞ、皆様ご協力の方をよろしくお願

いします。
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与 定 時 総 会 祝 辞 抑

本日、第49回沖縄県土地家屋調査士会定

時総会が開催されるにあたり、県内各地の

会員の皆様に、直接お目にかかってお祝い

の言葉を述べる機会を得ましたことは、大

変光栄に思っております。貴会及び会員の

皆様方には、平素から登記事務を始めとす

る当局の所掌事務の円滑な運営に、格別の

ご協力とご支援をいただいておりますこと

に対し、厚くお礼を申し上げます。貴会に

おかれましては、土地家屋調査士制度の充

実発展のために日々ご尽力され、着実にそ

の成果を上げておられます。これは会員の

皆様が土地家屋調査士としての社会的役割

と使命を強く自覚され、国民の信頼と期待

に応えてこられた賜物であり、心から敬意

を表する次第であります。また先ほど、多

年にわたり土地家屋調査士業務に従事され

た会員の方々を表彰ささせていただいたと

ころですが、受賞された方々の今 日までの

ご労苦とご努力に対し敬意を表し、心から

お祝いを申し上げますとともに、なお一層

のご活躍を祈念いたします。本日は折角の

機会でありますので、現在の法務局を取り

巻く情勢について、若干紹介させていただ

きたいと思います。第一は適正迅速な事務

処理についてであります。当局管内にお

ける表示登記の事件数は、平成22年が約

2万 4千件、平成28年が約 2万 6千件、平

那覇地方法務局長 内 木 場  ―

成24年が約 2万 3千件とここ数年は約 2万

数千件台で、ほぽ横ばいの状態で推移して

おります。今後、政府の経済政策等による

景気の動向が、表示登記の件数にどのよう

に影響をするのか気になるところでありま

すが、当局としましては、経済活動の基盤

でもある不動産の現況を正確迅速に登記記

録等に反映させる責任を担う行政機関とし

て、今後もより効率的な事務処理を追及

し、適正迅速な事務処理に努めてまいりま

すので、ご協力をお願いいたします。第二

は、オンライン登記申請の利用拡大につい

てであります。オンライン申請については

ご承知のとおり、不動産登記申請を含む計

5の手続きについて、平成25年度末の目標

値が71%と 設定されております。登記事務

のオンライン申請の利用率アップを図るた

め、これまで貴会と法務局が連携し、種々

の取り組みを行っておりますが、今後もオ

ンライン申請の利用拡大にあたっては、皆

様方のご協力なくして利用率の向上は困難

でありますので、引き続き利用拡大に向け

てご協力をお願い申し上げます。第二は、

乙号事務の包括的民間委託についてであり

ます。当局における登記簿の公開等に関す

る事務の包括的民間委託については、平成

20年 4月 から始まり、本年度からは株式会

社メルファムという民間事業者により窓口
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業務が行われております。今のところ、大

きな混乱等もなく事務処理がされておりま

すが、法務局として引き続き受託授業者に

対する適切な監督を通して、さらに質の高

い公共サービスの提供に努めてまいります

ので、皆様のご理解とご協力をお願いいた

します。第四は、法14条地図作成作業につ

いてであります。平成24年度は那覇市与儀

地区で地図作成作業を行い、約98%と いう

高い筆界確定率を達成しました。本年度は、

那覇市山下町の面積0.181平 方キロメー ト

ルについて二年目作業が行われており、今

月12日 に那覇市立垣花小学校林育館におい

て、住民説明会を実施したところでありま

す。第五は、筆界特定制度についてであり

ます。筆界特定制度が導入され既に七年が

経過しておりますが、沖縄県内における本

年 3月 末までの筆界特定申請手続数は、累

計で111申請、168手続きとなっております。

当局では行政サービス向上と筆界特定事件

の掘り起こしのために、昨年度、県下一斉、

法務局休 日相談所を開設しましたところ、

合計170件 の相談のうち61件が筆界特定に

関する相談であつたことから、同制度の潜

在的な需要はかなり高いものと予想されま

す。相談所開設にあたっては、貴会及び会

員の皆様にご協力をいただきました。改め

て感謝を申し上げます。筆界に関する専門

的知識を有する土地家屋調査士の皆様には、

筆界調査委員として、また筆界特定の申請

手続きの代理人として、今後とも制度のよ

リー層の普及定着を図るため、ご協力とご

支援をよろしくお願いを申し上げます。以

上、法務局を取り巻く情勢について、何点

か申し上げましたけれども、私ども法務局

といたしましては、今後とも適正迅速な事

務処理を行い、法14条地図作成作業を始め、

表示全記等に関する重要施策に積極的に取

り組んでまいる所存でございますので、会

員の皆様方におかれましても、その社会的

役割が益々重要視されており、表示登記制

度がよリー層国民の期待と信頼に応えられ

るよう、今後とも引き続き、ご尽力をいた

だきますようよろしくお願いを申し上げま

す。最後に本総会のご盛会を祝し、沖縄県

土地家屋調査士会の今後益々のご発展と会

員の皆様方のご健勝、ご活躍をお祈り申し

上げまして、私の祝辞とさせていただきま

す。本日はおめでとうございました。
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もコ定時総会祝辞〃

本 日ここに、那覇地方法務局長を始め、

多くのご来賓の方々をお迎えし、沖縄県土

地家屋調査士会第49回定時総会が盛会に開

催されましたことに、まずもってお慶びと

お祝いを申し上げます。また、 日頃から沖
縄会長を始めとして、役員の皆様、そして

会員の皆様には、日本土地家屋調査士会連

合会の会務運営につきまして、 ご理解・ご
協力をいただいておりますこと誠に心強く

感謝を申し上げます。お陰をもちまして、

平成24年度の連合会の事業は、概ね所期の

目標を達成することができたものと思って

おります。この場をお借 りいたしまして厚

く御礼を申し上げます。なお、事業経過の

詳細につきましては、 6月 の連合会定時総

会において報告させていただきます。さて、

我々土地家屋調査士は、不動産の表示に関

する登記手続を通じて、不動産に係る国民

の権利の明確化に寄与しているところ、近

年は表示に関する登記の事件数が半減して

おり、土地家屋調査士業務は大きな転換期

に来ているものと考えております。そこで、

専管業務である土地家屋調査士法第3条業

務の拡充を図るとともに、土地家屋調査士

の知見と経験を生かすことのできる新たな

業務領域の開拓が必要であると考えており

ます。これらについては、平成25年度の事

業計画の中で鋭意取り組んでいくこととし

てお ります。 これ らの事業に取 り組む上

で、欠かすことのできないものが、これま

で申し上げてきた会員の帰属意識の高揚で

あります。会員一人一人が土地家屋調査士

という専門資格者であることに誇りを持ち、

日々の研鑽による適正な業務とその対価に

相応しい適切な報酬を常に意識することが、

日本土地家屋調査土会連合会会長 竹   内  入 コ十 二

帰属意識に繋がるものと考えます。各土地

家屋調査士会におかれましては、研修会等

の機会を通じて適切な会員指導の下、会員
の帰属意識の高揚にご尽力をお願いするも

のであります。また各ブロック協議会で説

明いたしました土地家屋調査士が保有する

業務情報の公開システムの構築や、昨年度

の研究所の研究テーマに掲げた道路内民有

地の取扱い及び土地家屋調査士の境界立会
い代理業務等について、その研究成果を具

現化するとともに、引き続き官公署に対す

る公共嘱託事務における土地家屋調査士制

度及び土地家屋調査士法に基づく適正な公

共調達のあり方を、全国土地家屋調査士政

治連盟と協力しながら進めてまいりたいと

考えております。しかしながら、土地家屋

調査士会と会員の協力なくして、 これらの
実現と土地家屋調査士制度の発展はないと

考えますので、 ご理解とご協力を切にお願
いする次第であります。土地家屋調査士制

度は、依然として厳しい環境の中にありま

すが、いつの時代におきましても、社会の

要請に応え、国民の信頼に応えることがで

きる土地家屋調査士であるために、連合会

は、土地家屋調査士制度の充実 。発展と土

地家屋調査士の専門性の活用推進に全力で

取り組み、役員一丸となって邁進する覚悟

でおります。沖縄県土地家屋調査士会並び

に会員諸兄の一層のご理解とご提言を賜り

たくお願い申し上げます。結びに当たり、

本日ご列席の皆様のご健勝と沖縄県土地家

屋調査士会の益々のご発展を祈念し、お祝
いの言葉といたします。
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富隅偵治先生直筆の役員一覧 ～

盗
７

務

琴

募

憲
額
榛
と

か臼
務
４
久
＝勉

当会会館の応接室傍に相談役の宮崎禎治先生直筆の役員一覧が掲載されています。

先生は、お電話で 「新しい会員名簿が出来るまで、誰が役員かわからないと困るので、

名簿を提出すると、先生は直く
゛
に一覧を作られて貼られました。

新人の会長として大先輩よりこのようなご配慮をしてもらい、こんなにうれしいこと

はありません。

宮崎禎治先生、大変律l立派な役員一覧をありがとうございます。

先生はいつも会務について真剣に向き合ってくれています。会長に就任後も激励、律l

助言を頂きました。

また本会のみならず、私が那覇支部長をしていた頃も支部研修会の題材で困つている

ときに助けてもらい大変お世話になりました。

改めて、我々執行部は皆さんの温かいご支援のもとに支えられていると感じました。

これからもよろしくお願いします。

執行部を代表して

会 長 久 高 兼 一
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締役員・支部反就任挨拶

Ⅲ 刃F覇支吉「長就任挨拶 そ

平成25年 4月 開催の第42回定時総会で那

覇支部長就任 (2期 目)し ました島袋裕二で

す。 (平成10年開業)刃Б覇支部役員として

見飽きた感もあるかと思いますが、今年度

もしっかりお勤めして行きたいと思います。

二冨U会長 (財務部長兼務)就年挨拶 抑

島 袋 裕 ニ

つこつ努力して行きたいと思っております。

副会長職及び財務部事業計画の内容を

しっかり把握し本会に貢献出来るよう努力

いたしますので、会員皆様のご指導ご鞭撻

をいただけますよう、よろしくお願い致し

ます。

平成25年 5月 開催の第48回定時総会にお

いて、副会長 (財務部長兼務)に就任しま

した那覇支部会員島袋裕二 (平成10年開業)

です。

本会役員を経ることなく、いきなりの副

会長職であり他県の役員及び隣接士業者様

方との面識もなく困惑しておりますが、 こ

島 袋 裕 ニ

真面目な人間だと本人は思っております

が、へらへらするなと注意を受ける時もあ

り。会員皆様のご指導ご鞭撻を支えに今期

も頑張りますのでよろしくお願い致します。
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名 副会辱就任挨拶 捧

常任理事 1期、理事 1期 と微力ながら調

査士会会務に関わってきましたが、今期は

思いもかけず久高会長の指名を受け副会長

に就任することになりました。

今般、十分とは言えずとも、様々な広報

活動により社会に対する土地家屋調査士の

知名度が徐々に上り、また国民の不動産表

示登記に関する知識が高まってきているの

を日々の業務を通じ感じる事が有 ります。

それに伴い、国民は、我々土地家屋調査士

に対し、義務・責任の履行を期待し、満足

を得られない場合は法務局又は調査士会に

苦情という形で上がって来ています。更に、

法務局を取り巻く社会情勢の変化は、我々

土地家屋調査士に対し更なる研鑽を求め、

責任所在の明確強化を求める事に繋がって

行くのは必然な事となるでしょう。

土地家屋調査士は、制度の変換、業務の

多様化を認識し、将来を見据えた更なる発

展を目するとともに社会的使命を再認識し

なければならない困難な時期にあると思い

ます。

かなリハー ドルの高い話となりましたが、

課題を心の片隅にとどめながら、私は、業

務部、研修部、社会事業部を担当する副会

長として各部の活動を補佐するとともに、

久高会長をはじめとする各部の理事との協

レヒ 幕 定 与

調を持ち、浅学非才ではありますが調査士

会の一助になるように心がけてまいります

ので会員の皆様のご協力をよろしくお願い

申し上げます。
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皆様こんにちは、 この度総務部長に就任
しました金城行据です。

今回会長に就任なされました久高氏より

総務部長を引き受けてくれないかとの話が

あり総務部長に就任しております。

私としては久高会長からのお誘いの時に

も業務部、研修部の方が向いているのでは

ないかとお話しさせて頂いたのですが、業

務部は伊波学氏、研修部は伊藤進氏を考え

ているとのことでしたので総務部を引き受

けさせていただいております。前回も総務

部の理事を務めておりましたが常任理事は

今回が初めてです。常任理事と言うことで

沖縄県土地家屋調査士会及び連合会にも微

力ながら責任を感じております。

さて、 日本全国を見渡しても土地家屋調
査士を目指す人特に若者の減少傾向がとま

りません。

そんなに魅力のない仕事なのでしょうか。

このまま受験者数の減少がつづけば、魅力

のない仕事、さらには必要のない資格との

評価を受けている気になります。

皆様は、 日々の仕事をしていてどのよう
に感じておりますか。魅力がなく、必要の

ない資格と感じておりますか。

私は、最近頻繁にテレビで報じられてい

る領海侵犯の話も、私共が毎日接している

土地の筆界に関する問題も本質は同じとこ

ろにあると考えております。その本質は簡

単に言い表せるものではなく非常に難しく

咀 総務部長就任挨拶 搾

全 行  男

デリケー トな問題を含んでいると日々思い

を強くしております。

その様な非常に難しくデリケー トな問題

を解決の方向に近づけるために私共土地家

屋調査士は法令等の知識を深め、又誤差と

言う決してなくならない物と日々向かい合

い測量技術を高め日々研鑽しております。

そして、それらの知識、技術を備えた上で

人と人の間に立ち問題の解決に尽力してお

ります。

素晴らしい仕事ではありませんか。

この気持ちが大事だと思います。

沖縄県に登録している土地家屋調査士全

ての人が 「土地家屋調査士と言う仕事は素

晴らしい仕事だ。」と言う気持ちで世の中

のために貢献して頂けたら、この気持ちが

全国に伝わり、いずれは土地家屋調査士に

なりたいと言う人々を生みつづけると思い

ます。

そのために私がまずできることは、総務

部長として沖縄県土地家屋調査士会の会務

に尽力しながら日々の業務では自ら進んで

「土地家屋調査士は素晴らしい仕事だ。」と

の思いを持ち、世の中に貢献していくこと

と思っております。

最後により良い沖縄県土地家屋調査士会

になるよう頑張つてまいりますのでどうぞ

皆様のお力をおかしください。よろしくお

願いいたします。



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (9)

[耳邑干口ぃ「膏
"千
■'ご

宜野湾支部の推薦を受け、再び理事とな

りました伊波学です。

前回は、広報部長として会の広報誌編集

発行をとおして広報活動にかかわることが

でき良い経験をさせていただきました。

今回は、業務部という大変重責な位置の

部長をすることとなり、恐縮に思っており

ます、まだ開業して 8年 目の私が土地家屋

調査士業務に関して会員の皆様に対応でき

るか不安ではありますが、会長ほか役員の

皆さまのご協力を得て会務に精進してまい

りますのでよろしくお願いします。

土地家屋調査士業務は、土地家屋調査士

1営業部長就任挨拶 抑

伊  波 学

試験の書式問題でも問われますように依頼

者の依頼内容を確認把握することが大事で、

それに伴う資料の調査収集が重要なポイン

トであります。

この資料の収集方法等を資料管理委員

会・広報部と連携して会員の皆様に情報公

開を進めていきたいと思っています。

また、法務局との協議会も密に行い会員

皆様の業務が円滑に行えるようにしたいと

思っています。

会員の皆様の業務が適正・迅速に行える

よう精一杯努めたいと思いますのでよろし

くお願いします。

転 研修部長就任挨拶 抑

この度、研修部長という大役を仰せ這わ

り、気が動転 しています。私も入会して、

まだ 8年目と浅く勉強不足な面も多々あり

ますので自己研鑽も兼ね任期 2年間、会員
の役に立てれば幸いと奮起し頑張っていこ

うと思っています。

それで、前年度までの研修に於ける会員

の 「希望する講義アンケート」の集計を踏

まえて、研修会のテーマを考え実行してい

きたいと思います。

伊  盛 進

それから公嘱協会が設置・整備していく

登記基準点は今後の土地家屋調査士制度の

安定発展に寄与するものであり、その利活

用等に向け公嘱協会と連携、協力していか

なければならないと思います。そして、新

人若手の育成も図るべく研修等も実施して、

会の発展に繋げていければと思います。

以上、諸先輩先生方の助言協力が必要と

なります。何卒、よろしくお願い申し上げ

ます。
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二 広幸R書[長就任挨拶 み

第49回定時総会において選考され、 3期

目の理事を務めることになり、新役員での

初理事会で 2期 目の広報部長を務める事に

なりました。

今年度の事業計画に絵本 「じめんのボタ

ンのナゾ」を小学校 。図書館へ寄贈する件

と沖縄県土地家屋調査士会の看板を設置す

る。を盛り込みました。また資料センター

管理委員会も書籍等をPDFの データにし
ており、ホームページに掲載していく計画

や政治連盟からもホームページにおける情

報発信を要望していたこともあり、次の部

長さんは大変だな―と思っていましたが、

久高兼一社会事業部長が会長になるとのこ

とで、いつも会務の件ではお世話になりっ

ぱなしで、少しでも力になれればと会長の

やる気に後押しされ、やり残した仕事は引

続き私がやらねばと思いました。

今年度はインターネット会報を取 りやめ

以前の年 2回の冊子による発行になります。

まだインターネットの環境に慣れない会員

も多く感じられますので、これからは研修

部・業務部とも連携して、多くの情報発信

を心がけ会員の皆様がホームページに関心

を寄せていただけるように私 自身もバー

ジョンアップしていかねばならない事を実

感しております。

開業して20年 目になりますが、土地家屋

ふ 数 厚

調査士という資格により生活させて頂いて

いる事に心より感謝しつつ、土地家屋調査

士会の発展また会員の皆様の役に立てるよ

う精一杯頑張っていきたいと思っています

ので、 ご支援とご協力よろしくお願いいた
します。

PS.広 報部では随時、会員の皆様から
の投稿お待ちしております。
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二社会事業部長就任挨拶 抑

本年度より本会社会事業部長に就任させ

ていただきました吉野仁です。宜しくお願

いします。

私は平成23年～ 52年 4月 までの 2年間、

本会南部支部会長を努めてきました。

在任中は支部会員の多大な協力のおかげ

で無事努め終える事が出来ました。ご協力

いただいた皆様に感謝申し上げます。

4月 末の支部総会で新支部長も決まり引

き継ざも無事に終え一息ついていた 5月 中

旬の雨の中、突然それはやってきました。

前会長宮城朝光さんが宜野湾支部の仲宗

根善浩さんと那覇支部の久高兼一さんを引

吉 野 仁

き連れて突如、当事務所に来られて本会理

事・社会事業部長を引き受けるよう要請さ

れました。

まさに寝耳に水・晴天の壽露でしたが、

岬し売り顔負けの巧みな話術と強引な勧誘

技に祠]弄され一考する間もなく社会事業部

長という大役を引き受ける事となりました。

後悔先に立たずの思いがいまだ拭えません

が、新会長の久高さんも律l指導して下さる

とお約束されましたので在職中の 2年間を
一生懸命努めていく所存であります。会員

皆様のご協力よろしくお願いいたします。

i財務
0社会事業部理事就任挨拶 捧

立
皆さん今日は、私はうるま市字栄野比で

員柴平土地家屋調査士事務所を開業してい

る員榮平勉と言います、平成 3年 3月 に開

業し今 日に至っている次第で律l座います、

何分調査士業務を始める以前には、登記業

務以外の仕事をして来ましたので、先ず登

記と言う其の物が分からず途方に暮れてい

ました、試験には合格したものの、実務は

経験がないものですから、法務局への提出

書類は不備の連続であり法務局の調査官か

らは、お叱りを受ける日々です、そうこう

良染千   勉
しながら、先輩調査士達様に相談を持ちか

け、御教示を頂きながらなんとか半人前ま

でに育てあげられているのに感謝を致す次

第であります、開業し22年 目に入 りました

が、業務だけに専念し、今日まで会務への

参加を疎かにしてきましたので、これから

は役員の苦労を共有しつつ、業務、会務に

協賛し微力ながら会の発展に寄与していこ

うと言う思い出ありますので、宜しくお願

い申し上げます。以上略式ながら役員挨拶

として頂きます。
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今回、沖縄県土地家屋調査士会の理事を

務めさせていただく事となりました、南部

支部の國吉真介です。

総務・社会事業担当となります。調査士

会を含め何かしらの理事に就任するのは、

初めての経験でありますので、事業内容な

ど分からない事が多く、前担当者と比べる

とまだ力不足とは思いますが、総務部長の

金城行男様、社会事業部長の吉野仁様の力

をお借りしながら、 日々学習を重ね少しで

も早 く会員の皆様のお役にたてるよう頑

張つてまいります。

ここで私が仕事をする上で心している事

を少し申し上げたいと思います。諸先輩方

からすればあたり前の事とは思いますが、

私が扱っているのは依頼者の土地のみでは

なく隣接地を含めたすべてが個人の大切な

財産だという事です。私が資料調査・測量

方法及び判断を誤れば土地所有者の大切な

個人の財産を無駄に減少させたり、所有者

同士を喧嘩させる場合があるからです。

1総務部
D社会事芋部理事尊任弊彎 搾

國 吉 真 介

調査士会の理事としても、一人の土地家

屋調査士としても、まだまだの私ではあり

ますが、皆様の温かいご指導をよろしくお

願いいたします。



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (13)

転 総務部 0広報部理事就任挨拶 枠

ハイサイ !みなさま、こんにちは 1名護

のキジムナー、またの名を仲井間慎也と申

します。このたび、理事をやらせていただ

くことになりました、宜しくお願い致しま

す。調査士事務所を始めて、もうすぐ6年

になるところですが、いまだ未熟者ですの

で、いろいろとみなさまのご指導を受けな

がら、自分の中の何かを発信し、自分 らし

くがんばれたらと思います。どうぞ宜しく

お願い致します。

最近の話題といえば、やはり東京オリン

ピック開催決定でしょうか。東日本大震災

から約 2年半、未だ改善されない汚染水問

題と暗いニュースの中、つかんだ勝利。日

本人の誰もが喜びに沸いた瞬間ではないで

しょうか。マスコミも既に今年の流行語大

賞に 「お 。も・て 。な 。し」が 「今でしょ」

を上回る予想をしています。

私は前回の東京オリンピックの10年後生

まれですので、記憶にございませんが、 7

年後開催時には46歳 になります。7年後開

仲井問 慎 也

催を最後に、次日本で開催されるころには、

もうこの世にはいないかもしれません。ぜ

ひ出てみたい、失礼、ぜひ観てみたいもの

です。

日本経済も、円安、デフレ脱却、オリン

ピック招致と、わずかながら、希望の光が

みえはじめてきました。我々業界も上向き

に進んではしいものです。

私も、カメのようにゆっくりと、歩んで

いきたいと思います。

鶴は千年、亀は万年、つるつる飲んでよ

くカメカメ。

ありがとうございました。
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i 業務部
D研修部理事就任挨拶 滓

この度、那覇支部推薦で業務・研修部理

事に就任しました譜久山朝勝です。今回初

めて理事を務めることになりした。私は、

平成16年 3月 に開業して今年で10年目にな

ります。今まで本会理事は、特別な人が

やるものだと勝手に思い込んでいたので依

頼が来たときは正直戸惑いました。何の取

り得もない自分が果たして勤まるのでしょ

この度、平成25年度第 2回理事会におい

て、宮古支部推薦により、再度業務部と研

修部の理事に就任致しました下地和博です。

理事に就任し、 3期 目になります。

力不足で、なかなか思う様に調査士会の

為、宮古支部の為、動けなかったと反省仕

切りです。ですが、就任したからには努力

する機会を与えられたと思い自己研鑽して

行こうと思います。

私の好きな詩に、「青春 とは、人生のあ

る期間を言うのではなく心の様相を言うの

である…」というサムエル・ウルマンの『青

春』とい詩があります。又、気持ちを新た

譜久山 朝 勝
うか ?これからは、責任感をもって、諸先

輩方の御指導を受けながら少しでも学ん

でいけたらと思います。微力ではあります

が、土地家屋調査士会の発展と会員の業務

の向上のために頑張つていきたいと思いま

す。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしく

お願い致します。

下 地 琴口 博
にして、 この詩にあるようにこれからもよ
い様相を持ち、いつまでもみずみずしい『青

春』のごとく楽しみながら務めていけたら

思っております。

微力ながら調査士会の発展のため頑張っ

ていきたいと思っておりますので、どうぞ

宜しくお願い致します。

これから2年間、調査士会及び宮古支部

の為 少しでも役に立てる様、努力してい

きます。

会員の皆様、 ご指導 ご協力宜しくお願
いします。



平成25年 10月 31日 沖縄県土地家屋調査士会 第48号 (15)

今年度調査士会役員改選にて、業務・研

修部理事及び八重山支部長に就任しました、

遠藤正夫です。今回支部長として 3期 目に

なりました。八重山支部は会員 8名で少人

数の支部ではありますが、沖縄県最南西の

八重山諸島の土地建物調査及び登記事件を

会員全員で業務を遂行しております。

今年 3月 に、八重山郡民待望の 「新石垣

島空港 。南ぬ島石垣空港」が開港しました。

沖縄本島はもとより本土直行便が増便され、

咀業務
・研修部理事及び八重山支部長就任挨拶抑

遠 藤 工 夫

LCCが 新規参入し、運賃面で低価格が実

現しました。もちろん、観光客も増え八重

山諸島が活気にあふれている、今日この頃

です。

最後になりますが、調査士会理事として、

業務・研修部理事も 2期 目となります。今

後沖縄県土地家屋調査士会の発展に今まで

の経験を生かし、微力ながら貢献できれば

と心がけておりますので会員皆様、ご指導

宜しくお願い致します。

こ 南部支書「長就任挨拶 抑

この度、南部支部長を務めることになり

ました大城隆です。

平成10年より、糸満市で開業して15年 目

になります。初めての支部長であり役職を

こなすことが出来るか心配していましたが、

前任の支部長、吉野仁先生の提案によりご

本人が副支部長となり協力していただくこ

とになり、大変心強く思っております。 2

年間微力ではありますが、会員の皆様のお

夫 成 隆

役に立てるよう頑張りますのでご指導ご協

力宜しくお願い致します。
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この度、宜野湾支部長を務めさせていた

だく事になりました島 康博と申します。
支部長の座は、まだまだ先の事だと思っ

ていましたので早くも大役を任され大変、

恐縮しております。

今年は中部支部より分会して10年 目の節

目にあたります。

宜野湾支部は、大先輩の方々が元気なこ

去る 4月 26日 (金)の 中部支部定時総会

において、今期支部長を務めることになり

ました吉元と申します。

会員登録し早18年 目となりました。時間

のみが過ぎ去ったような感じがします。支

部長も会員番号順に回つてくような支部長

なので、支部をまとめられるか困惑するよ

うな感じです。ただ支部長になったからに

は、会員同士の親睦、研修会を充実できる

様にしたいと思います。さて中部の大きな

4宜 里予湾支書F長就任挨拶 蜂

咀 中吉1支書B長就任挨拶 搾

島 康 博

とと、今年度より若い会員の桃原さん平西

さんが加わり、さらに活気あふれる支部に

なることと期待しております。

誠に微力ではございますが、会員の皆様

のお役に立つようがんばっていきたいと思

いますので、なにとぞご指導ご支援の程、

よろしくお願い申し上げます。

一九■ロ

業務としては、沖縄振興一括交付金による

沖縄市の里道表示登記が、上げられます。

(ただし、沖縄市に事務所をおく調査士の

みですが)業務拡大が見込まれます。最後
に、支部の発展は一人一人会員の協力がな

ければなりません。中部支部役員とともに

微力ながらではありますが、中部支部のた

めに精一杯がんばりますのでどうぞ宜しく

お願いいたします。
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咀 続・私の道づくり 搾

1  はじめに

昭和47年に日本復帰以前、都市近郊町村

は都市計画法、建築基準法等も未施行地域

が多くあった。

いわゆる建築物の敷地は道路に接続しな

い土地であっても、建築物の建築届けさえ

すれば平屋であれば建築主は自由に建築す

ることが出来る時代であった。

日本政府の沖縄 日本復帰発表前後から、

都市近郊地域においては、農地法、都市計

画法、建築基準法等の規制関連法の適用直

前、急激に田、畑、原野、山林、墓地等の

地目も考慮することなく、しかも土地改良

施行済みの真中であっても開発ブームは押

し出せたのである。世替 りに先進の他府県

大手業者も参入し、里道 1本さえあれば山

間地も切土、盛土と掘り起こした結果は工

事中から、少々の降雨時に土砂流失の発生

と低地の冠水被害の多発は地域住民との ト

ラブルを引き起こしている。琉球政府も宅

地開発指導要綱等を急速作成、行政指導に

乗り出し、努力はしたが、法規に基づく規

制ではない為に業者は単なる災害防止策で

「めやす」にすぎないと云い、公衆用道路

となる土地でさえ、公共団体に無償譲渡す

る意志は示さず隣地開発に活用する状況が

見 られたのであります。公衆用道路の土地

地目変更手続きは放置されて登記簿では宅

地の状態で推移してきました。

刃Б覇支きБ宜 保 九 明

2 地目変更登記業務の依頼の経緯
当該地区内建築物の増築等でわずらわし

い手続、道路維持管理の負担増等、住民が

負う事は自治体行政運営の遅れを指摘する

声が強まり、生活道路となっていながら、

未指定であることで水道・下水道管の布設

時に土地所有者の承諾書も要求される始末

である。住民は不満・苦情が多くなり開発

行為に係わった関係者にも直接、苦情は届

けられました。

その事から早急に自治体の生活道路指定

を要請するには土地の公衆道路への地目変

更の手続を決意して、受委託を依頼してき

ました。代表精算人を登記簿で確認、地

図、要約書、地籍測量図等を取得して道づ

くりを開始しましたが、最初に相談した関

係土地所有者は、変更手続に反対であると

表明した。反対する土地所在地は地区外側

に位置しているのでその土地を外して手続

きを進めた。また、何日ごろから公衆用道

路として使用されたかは開発地区奥地の建

物等の課税証明書を収集して証明書をまと

めた。代表者所有地については承諾を得る

必要があることから戸籍証明を願い出たが、

40年の経年によって証明不可ということで

ある。代表者の不在証明願いで証明書を発

行してもらい当時の居住地にいって、生前

状況準を調査したところ、新都心地区に転

居したとの情報で街区整備担当課で聞いて
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も当時の事情は知らないということである。

戸籍担当課に戻り、改制原戸籍等の相談を

していると、不思議にも、代表者のことは

よく知っているという老女が声をかけてき

ました。「代表者は県外出身だが死亡して

います。養子がいました。」 との証言であ

る。すぐに改制原戸籍等の証明書を取得し

て、養子の出身地に出向き面談しようとし

たが、その住所地は空地となっていて、今

度は集落の長老にお世話になった。

養子は当該集落に居住しているが、昼中

は仕事のため夜遅く帰宅するとの情報であ

り、気長に待って面談することができた。

本人である事は、車の運転免許証で確認

し、本人には開発地区に宅地も存在すると

事情を伝えると、本人もびっくりです。土

地地目変更登記手続について事情を説明す

ると「事情はよく判った。」 と返事で手続

を進めることができたのであります。

3 地域住民の苦悩
当該開発区域内に居住する一世代は、住

みよい村づくりを目指 して、集会所建設、

広場整備、道路の維持管理を自ら実施して、

コミュニティ活動に努めてきました。世代

交代もみられるなかで、住宅等の増改築、

老朽化で建て替えが進むにつれて、土地の

権利関係によって苦悩があります。つまり、

既存道路の建設時期、既存道路の敷地の購

入要求、既存道路の利用制限等はこの地に

入居当時は考えもしなかったことである。

これら諸課題は、個々の居住者で解決困

難と思われるが、行政の手助けが必要では

ないかと思っている。本県は終戦後、自然

発生的に居住地が点在してつくられたこと

と同時にその細い道を基に、復帰直前に

なって開発行為のブームが起 こったので

ある。

米国民政府時代は、道路排水路の付け替

えの加工登記も制限されて、いわゆる、主

権が失われて、他府県並みの法理の扱いも

なされず、他府県民とは公平性を欠いてい

た状態で開発行為を許した結果、混乱が起

こっている。したがって、 この土地問題は

復帰処理の一環として優先的に捉え、課題

解決に取 り組む必要があると思っている。

関係各位のご検討を願うものであります。

4  終わりに

土地行政の遅れは、経済活動の停滞、適

正課税の困難、公共財産の管理不備と災害

発生時の対応にも支障してくる。課税にあ

たっても、認識が低くなり、土地に対して

は、固定資産課税に加えて国保料を税に置

き換えて、資産割課税を課している。その

反面、筆界未定地、無番地 (旧里道)に建

築物等が作られても、適正課税に取り組む

姿勢は見 られない。土地の登記は現場、地

図、地籍測量図、登記簿の各々が合致して

はじめて成立する。登記制度を各自治体は

理解して土地行政に努める責務があると思

う。自治法も改正されて、里道、排水路等

の長狭物行政財産の維持管理は、各自治体

に移管されている。隣接する土地権利者と

は対等で、土地行政は複雑化してきたが、

以前として、前ど―いの行政運営であると

いっても過言ではないと思う。特に、都市

近郊自治体では、再開発計画も示し、ある

いは、乱開発区域の手直しに積極的に取り

組み地域住民を巻き込んだ土地利用の考察

を願うものである。また、土地行政運営は、

今一度、行政 トップのリーダーが現状を
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チェックし、現場担当任せの思いつき行政

を改める必要があります。法制度に基づき、

条例、規程、規則、要領、要綱を告示、誰

が土地行政をタッチしても継続性、合理性、

公平性を考慮した行政運営に引き戻すこと

は大事であります。行政の有する情報の公

開、窓回の一元化等も/AN共財産との官民、

筆界等の境界協議に地権者の代理人となる

土地家屋調査士も手続きをスムーズに扱う

ことになり、地権者の負担軽減につながる

と確信します。土地行政の遅れは、社会活

動の活性化にマイナス要因、税減収、住民

福祉に支障してくることから、土地家屋調

査士を動員し、行政運営のスムーズに進め

ることをモットーに要所で助言を得て職員

の意識改革を図る必要があると思います。

今回、この道づくりを通して、地域の方々

のご意見を伺う中で、諸々の課題が浮かび

上がってきております。その課題解決に土

地家屋調査士会も各自治体の行政、議会と

の交流会を重ねて、課題をくみ上げ、地域

の発展に寄与しなければならないと思って

います。

土地家屋調査士は日頃から、研鑽、研修

会、交流会等を多くもち、一人一人が土地

行政を理解し、社会貢献を目指す必要があ

ると思っております。
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第49日 沖縄県土地家屋調査主会定時総会
日時 :平成25年 5月 24日 (金)13:00

場所 :ロ ワジールホテル那覇

スパタワー 8階 「ていだの間」

下地裕之副会長の開式の辞 富効朝光会長挨拶

司会は金効行男理事 議長を務める佐久川紀安会員
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会員の質疑と、応答する執行部


